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町 章

一
、
ふ
る
さ
と
の
海
と
山
を
愛
し
、

　
　
　

美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
互
い
に
助
け
合
い
、

　
　
　

心
の
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
で
し
ご
と
に
は
げ
み
、

　
　
　

希
望
に
満
ち
た
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
と
し
よ
り
を
敬
い
こ
ど
も
を
愛
し
、

　
　
　

明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
郷
土
の
歴
史
を
大
事
に
し
教
養
を
高
め
、

　
　
　

文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
す
。

町
民
憲
章
（
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定
）
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発
行
に
あ
た
っ
て

新
地
町
長
　
加
　
藤
　
憲
　
郎

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

に
対
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
の
大
地
震
、
そ
の
後
一
時
間
も
た
た
ず
に
襲
来
し
た
大
津
波
、
あ
の

時
か
ら
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
白
い
砂
浜
、
青
い
海
、
そ
し
て
緑
の
田
畑
が
黒
い
海
に
飲
み
込
ま
れ
、
町
の

五
分
の
一
に
あ
た
る
約
九
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
は
、
津
波
に
よ
っ
て
ガ
レ
キ
と
化
し
た
家
々
が
散
乱
す
る
光
景
が
広
が
り
、

同
時
に
多
く
の
尊
い
命
を
奪
い
ま
し
た
。

震
災
か
ら
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
町
で
は
、
全
国
よ
り
多
く
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
町
民
の
安
全
確
保
を
優
先
に
、

被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
に
取
り
組
み
、
着
実
に
そ
の
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
に
よ
る
住
宅
団
地
の
造
成
、
災
害
町
営
住
宅
な
ど
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、
仮
設
で
は
な
い
普
通
の
生
活

が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
西
側
の
被
災
農
地
に
つ
い
て
は
復
旧
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
以
前
の
よ
う
に
作

付
け
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
百
十
八
名
の
命
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
記
録
誌
は
、
こ

の
震
災
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
復
興
の
様
子
な
ど
未
来
へ
の
希
望
を
伝
え
る
た
め

発
行
い
た
し
ま
し
た
。
本
記
録
誌
の
発
行
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
者
の
救
助
・
捜
索
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
、

ま
た
、
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
救
援
物
資
、
義
援
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
多
く
の
皆
様
に
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
、
町
が
一
丸
と
な
り
、「
チ
ー
ム
し
ん
ち
」
で
震
災
か
ら

の
復
興
を
成
し
遂
げ
ま
す
こ
と
を
固
く
お
誓
い
申
し
上
げ
、
発
行
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年　

三
月

信頼の輪が広がる 暮らしきらめく　しんち

新
地
町
概
要　

第

1
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多
様
な
自
然
を
有
す
る
ま
ち

海
・

里
・

山

鹿か 

狼ろ
う 

山

釣
師
浜
漁
港

砂
浜
海
岸

中
核
工
業
団
地

常
磐
自
動
車
道

相 

馬 

港

新
地
町
の
地
勢

■ 
位
置
・
人
口

新
地
町
は
、
福
島
県
の
太
平
洋
側
最
北

部
に
位
置
し
、
東
西
南
北
と
も
約
7
㎞
、

周
囲
24
㎞
の
ほ
ぼ
四
辺
形
を
成
し
、
総
面

積
は
46
・
35
㎢
、
中
心
部
は
海
抜
平
均
10

〜
30
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
は
、
J
R
常
磐
線
が
走
り
、
東
京

か
ら
水
戸
市
・
い
わ
き
市
を
経
て
岩
沼
市

・
仙
台
市
に
至
る
国
道
6
号
が
本
町
を
縦

断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
馬
市
を
経
て

国
道
1
1
5
号
で
県
都
福
島
市
へ
、
国
道

1
1
3
号
で
宮
城
、
山
形
方
面
を
経
て
新

潟
市
へ
至
り
ま
す
。
相
馬
市
へ
10
分
、
県

都
福
島
市
ま
で
は
80
分
、
東
北
の
中
枢
都

市
仙
台
市
へ
は
60
分
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

■ 

自
然

海
、
里
、
山
、
と
多
様
な
自
然
環
境
を

有
し
て
お
り
、
豊
富
な
産
物
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
海
洋
性
気
候
に
よ
り
、
東
北

地
方
の
中
で
は
比
較
的
温
暖
な
地
域
で
あ

り
、
降
雪
も
少
な
く
、
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
快
適
な
居
住
環
境
に
あ
り
ま
す
。

阿
武
隈
山
地
東
縁
の
前
山
を
形
成
す

る
地
蔵
森
、
五
社
壇
、
鹿
狼
山
、
大
沢

峠
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
分
水
嶺
と
し
て

東
に
流
れ
る
立
田
川
、
砂
子
田
川
、
三
滝

川
に
よ
る
扇
状
地
及
び
沖
積
平
野
が
発
達

し
た
地
勢
条
件
に
あ
り
ま
す
。
鹿
狼
山
に

は
“
片
倉
沢
の
原
生
林
”
と
し
て
も
知
ら

れ
る
自
然
度
の
高
い
樹
林
が
あ
り
ま
す
。

■ 

町
の
産
業

農
業
は
、
ニ
ラ
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど
が
地

域
の
特
産
品
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
漁
業
は
、
コ
ウ
ナ
ゴ
、
カ
レ
イ
等

を
中
心
に
一
定
の
水
揚
げ
量
を
誇
り
ま
す
。

工
業
は
、
相
馬
中
核
工
業
団
地
に
相
馬

共
同
火
力
発
電
㈱
新
地
発
電
所
が
進
出
し
、

首
都
圏
及
び
東
北
地
方
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

供
給
し
て
い
ま
す
。
発
電
所
東
に
面
し
た

海
側
に
は
、
重
要
港
湾
相
馬
港
が
整
備
さ

れ
、
国
内
外
か
ら
の
貨
物
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

■ 

本
町
の
あ
ゆ
み

四
季
を
通
じ
て
住
み
よ
い
気
候
に
恵
ま

れ
た
新
地
町
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡

を
は
じ
め
、
縄
文
時
代
の
「
新
地
貝
塚
」、

「
三
貫
地
貝
塚
」
な
ど
が
あ
り
、
原
始
時

代
か
ら
多
く
の
人
々
の
歩
み
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
29
年
、
福
田
・
新
地
・
駒
ケ
嶺
の

３
ヵ
村
が
合
併
し
新
地
村
が
誕
生
、
昭
和

46
年
に
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
進
み
つ
つ
あ
る
高
速
交
通
体

系
へ
つ
な
が
る
常
磐
自
動
車
道
に
は
、
新

地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
交
流
を
広
げ
る
大
き
な
契
機

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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空
か
ら
見
る
新
地
町

被
災
前

被
災
後

写真提供：ＭＳＣ
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新地町地図（平成 26年 3月）
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急
い
で
船
を
沖
に
出
し
た
。

　

見
る
間
に
高
波
。
壁
の
よ
う
な
波
を
こ
え
た
。

　
　
「
も
ど
ろ
う
、
家
族
や
人
が
心
配
だ
、

　
　
　
　

船
よ
り
も
そ
っ
ち
だ
。」

（
新
地
町
震
災
・
復
興
記
録
集
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
よ
り
）

— 
30
代 

男
性　

漁
師




